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誰
も
が
心
の
中
に
抱
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
心
の
ふ
る
さ
と
の
誕
生
で
す

　
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
基
本
構
想

が
承
認
さ
れ
て
か
ら
8
年
。
そ
の
中
核
と
位
置
付
け
ら
れ
、
広
大
な
珠
川

大
地
に
宿
っ
た
「
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
が
、
今
ま
さ

に
産
声
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
が
参
画
し
た
第
3
セ
ク
タ
ー
の

事
業
と
し
て
は
、
「
ほ
く
ほ
く
線
」
と
並
ぶ
最
大
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

バ
ブ
ル
の
崩
壊
な
ど
、
様
々
な
荒
波
も
受
け
ま
し
た
が
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
絶
妙
な
舵
取
り
で
オ
ー
プ
ン
ま
で
秒
読
み
で
す
。

　
市
報
と
お
か
ま
ち
で
は
、
今
回
か
ら
1
0
月
1
0
日
号
ま
で
3
回
に
わ
た
り

「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
の
特
集
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
完
成
し
た
施
設

の
内
容
と
料
金
、
そ
し
て
従
業
員
の
コ
メ
ン
ト
を
。
9
月
25
日
号
で
は
、

市
内
の
中
学
同
級
生
仲
良
し
4
人
組
が
直
接
リ
ゾ
ー
ト
を
体
験
し
ま
す
。

ま
た
、
1
0
月
1
0
日
号
で
は
、
9
月
2
8
日
に
行
わ
れ
る
竣
工
式
、
祝
賀
会
の

様
子
を
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

常
に
お
客
様
の
立
場
に

立
っ
た
対
応
を
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
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さ
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
嘘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
け

　
私
た
ち
フ
ロ
ン
ト
課
で
は
、
宿
泊
、

食
事
、
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
る
お
客
様
な

ど
様
々
な
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
は
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
の
顔

と
し
て
お
客
様
に
最
初
に
接
す
る
所

で
す
。
私
た
ち
は
、
常
に
お
客
様
の

立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
皆
個
性
的
で
、
毎
日
予

想
も
つ
か
な
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
分
野

を
生
か
し
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
完
成
し
た
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
、
至

る
所
に
自
然
が
感
じ
ら
れ
、
お
客
様

が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
安
心
し

て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
メ

ン
バ
ー
全
員
で
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
を
お
客
様
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
珠
川

の
自
然
に
積
極
的
に
親
し
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　チエックイン　15：00チェックアウト・10＝00

齢インノレニ套．　　　48室．碁準定員皇名．（最大3名）

　こ夫婦や小さなお子様連れに最適です。2室をつなげたコネグド）レニ云ε

　してもお使いいただけます。

麹アミ1～一1レー套、．．、　27室．．獲定員ヨ．剤最麺名）

　和室と2ベット・を合わせた和洋室には、こ家庭のような安らぎとリゾート
　の解放感があります。

翻フレンズルニ套　．．　　．，　12室碁準定員4名（最大4名）

霧多目的ル＝ム．、．

難Pリー才、

室内軽スポ＝ツをお楽しみいただけるほか、移動座席芳義により、150名様

程度までの講演会、音楽会、研修などにもこ利用いただけます。

　研修、会議、各種教室などに、お気軽にこ活用くださし1。一一半ッ’チジ毛付幕

　しております。

鑓喫茶⊇一オ＝』套店！．．レンタルコーナー　　　10：00～1g：00

．　、　　　．．．　　　　　　こ予約利用

　　　　　　　9二〇〇～21二〇〇　こ！予約利用

　リビ≧グルームを中心に個室4室を配置した新しい感覚のお部屋でず。葎

　良しクループなどでこ利用ください。

麹テージ．，、、．．．．．」嫉．基準定員．艦．麟．旦名）

2階建てのフィンランド風ログ八ウスです。こ家族やグループで、別荘感
覚でこ利用ください。

　夏は青々としたゴルフコースを、冬は純白の雪原を眺めながぢ、’沢リ王一

　ションに富んだお料理をお楽しみください。朝・昼・晩と顔を変える、華
　やかなレストランです。

醗郷士粗理「ぶな」，．　．　．　、．、．　、．　．　18：00～23二〇〇

　山海の幸を使い、一品料理から会席料理まで、昧わい深い霜理をこ提供し

　ます。銘酒とともにじっくりと舌鼓を打ってください。

議ロビーラウンジ「パエーゼ」　　　　　．．　10二〇〇～22二〇〇

　暖炉を囲む、落ち着きと静けさが漂う空間です。夜はバーとしてもこ莉用

　いただけます。満ち足りた一時をお過こしください。

塾鑛仙22じ」．．．．．．．．．．養席10・名、．ヱ食120鍵で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7＝00～22：00
灘カジユアルセストラン［アニ〔1ノス」

くつろいだ一時のために、喫茶コーナーではお飲み物や辱食をこ提倶しま

す。また、売店にはスポーツ・レジャー用品やオリジナルグッズなどを、

レンタルコーナーにはスポーツ用具を揃えております。

灘パター一⊇τス、．．．㎜．、

灘テ≡スガニぞン、

テニスファンの方にきっとこ満足いただける、人工芝に砂を敷いたオム三

コート・です。テニスの楽しさをあらためて実感してください。

．．．、㎜．．、．…18ホニ！レ．e：00t1ZlOO

　　　　　　　　　10面　こ’予約利用

　和洋折衷のブッフエ料理、和食と洋食のコース料理をこ提供します。3分
　割してもお使いいただけます。会議にもこ利用ください。

羅個室寡会室．（3．室）．．㎜．．．、．．＿．．、．．．．、．　　6隠麩ま薫

　和食と洋食のコース料理、和洋折衷のパーティー料理をこ甫慧じておりま

　す。コンペルームや小宴会場としてお使いください。会議や研修にも最適
　です。

講貰．．…．、．．．｝……、．…．＿．…㎜…　8二〇〇一2熈

　地酒や地元の特産品を初め、オリジナルグッズや日用品を敢ら痛芝ました。

　イタリアの特産品を集めたコーナーもこざいます。

　　芝グラウンドとペア（土）グラウンドがこざいますのでじ目丙に応じて

　こ活用いただけま、ま。．

騒レイクシア皇叢i，．　　　　，、　　　　　こ予約利用

ベルナティオの自信作、雄大な景色と緩やかな起伏に富んだ、リンクス風の
リゾートコースです。

　●18ホール　パー72
　●バックティニ6，968ヤード　レギュラーティ＝6，574ヤード

　●4人乗り電動カートでのプレーとなります。
　●プラクティスレンジ＝250ヤード

　ゴルフをされないお客様もこ利用いただけます。

　きれいな花に囲まれた、天然芝の本格的なコースです。和気あいあいとお
　気軽にプレーをお楽しみください。

整目鯉勲ンド．．．．．．、．．．、、　こ予約利用

水辺に浮かぶ野外、謬毒慕葱。様々頓ベン隣こ活用疑さし、．

i麹1＝ル＆ス∠援．．．．一、．…｝＿一9二〇〇～21＝00（受付は20二〇〇まで）

　室内温水プールのほか、ジャグジー、打たせ湯、寝湯、露天風呂、ミスト
　サウナ、遠赤外線サウナを揃えました。水着を着用してこ利用ください。

　
初
め
て
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
た
の
は
、
中
学
2
年
生
の
時

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
父
が
度
々
リ

ゾ
ー
ト
の
話
を
し
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
発
展

に
必
要
だ
と
、
目
を
輝
か
せ
て
訴
え

て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
環
境
の
中
で
リ
ゾ
ー
ト
に
関
心

を
持
ち
、
高
校
卒
業
後
、
リ
ゾ
ー
ト

科
の
あ
る
専
門
学
校
に
進
み
ま
し
た
。

　
昨
年
4
月
に
入
社
し
、
東
京
の
「
ホ

テ
ル
イ
ー
ス
ト
2
1
」
に
研
修
に
行
き

ま
し
た
。
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
ず
自
信
を
失
っ
た
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
少
し
ば
か
り
自
信
を
持

つ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で

は
、
ウ
エ
ー
タ
ー
を
や
り
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
、
す
ば

ら
し
い
自
然
の
中
で
、
ど
こ
に
も
負

け
な
い
設
備
と
環
境
を
備
え
た
ホ
テ

ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
お

客
様
が
、
ま
た
行
き
た
い
と
言
っ
て

く
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け

ま
す
。
今
私
は
、
ホ
テ
ル
マ
ン
と
い

う
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
一
生
の
仕

事
に
し
た
い
と
ハ
リ
キ
ッ
て
い
ま
す
。

富井宣成さん
（料飲営業部・馬場1）

ホ
テ
ル
マ
ン
を

一
生
の
仕
事
に
し
た
い
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●ご宿泊　1泊1名様、サービス料込み

蓬欝纈灘懸1翻醜難鎌翻講騰麟総欝灘難講騰

お部屋タイプ
宿泊
人数

12／28

　～1／4
左記以外の期間
休前日 休前日以外

ツ　　イ　　ン

　1

　2

　3

31，000円
甲　　一

19，000円

14，000円

24，000円

14，000円

　11，000円

20，000円

　12，000円

　9，000円

ファミリー

　2

　3

　4

　5

22，000円

17，000円

　16，000円

　14，000円

17，000円

　13，000円

　12，000円

　11，000円

　14，000円

11，000円
一
　10，000円

　9，000円

フ　レンズ

　2

　3

　4

22，000円

　17，000円

　16，000円

　17，000円

　13，000円

　12，000円

14，000円

11，000円

　10，000円

コ　テージ

　3

　4

　5

　6

25，000円
F
2
2
， 000円
20，000円

　18，000円

19，000円

　17，000円

15，000円

　14，000円

16，000円

　14，000円

13，000円

　12，000円

ベルナティオビジター
　　　　　利用料金

平成8年10月1日～平成9年3月31日（消費税別）

・小学生以下のお子様は半額となります。またベッドが不要な
3歳以下の乳幼児は無料です。

●ご飲食

アイリス

朝食ブッフェ＝1，500円

ランチ＝1，400円～

ディナー
セット＝2，500円～

アラカルトニ1，200円～

おつまみ：500円～

軽食セット：1，200円～

ぶ　　な

一品料理二500円～

大皿・鍋料理、松花堂弁当二3，500円

会席料理＝4，500円～

ご宴会
コース・ブッフェ料理＝3，500円～

コンペパーティー料理＝1，500円～

お飲み物は、各種のお酒、ソフトドリンクを取りそろえております。

●山つつじ・個室宴会室

●ゴルフコース　　　1ラウンド1名様

馨灘纒灘鎌懸撫燦灘顛覇灘圃圏麹懸灘繋鱗麟謙講

平　　　日 土・日・祝日

グリーンフィ 10，000円 20，000円

カ　ー　ト　フ　ィ 3，000円 3，000円

諸　　　経　　　費 3，000円 3，000円

ゴルフ場利嗣税 1，000円 1，000円

合　　　　　　　計 17，000円 27，000円

・プラクティスレンジニ500円／40球

●ブール＆スパ 1名様

2時間まで 超過1時間毎

山つつ　じ

全　室 14，000円 7，000円

2／3室 10，000円 5，000円

1／3室 6，000円． 3，000円

個室宴会室
1　室 3，000円 1，500円

2　室 5，000円 2，500円

3　室 7，000円 3，500円

大人（中学生以上） 1，500円

子供（小学生以下） 800円
・バスタオルは無料でお貸しします。

●アリー一ナ多目的ホール

2時間まで 超過1時間毎

ア　　リ　　ー　　ナ 12，000円 6，000円

多目的
ル・一ム

全　室 7，000円 3，500円

1／2室 5，000円 2，500円

●テニスガーデン 1面1時間
平　　　　　日 2，000円

土・日・祝日 3，000円

●パターコース 1ラウンド1名様

1，200円

・ご宴会のためのご利用は無料です。

●レイクシアター

2時間まで 超過1時間毎

8，000円 4，000円

お
客
様
が
納
得
で
き
る

お
　
い

美
味
し
い
料
理
を
作
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
）
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
今
年
の
8
月
に
入
社
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
は
、
調
理
課
で
和
食
を
担

当
し
ま
す
。
今
ま
で
6
年
問
、
東
京

の
ホ
テ
ル
で
板
前
の
修
行
を
し
て
い

た
ん
で
す
よ
。
2
年
程
前
、
父
か
ら

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

最
初
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
の
で
す
が
、

夢
の
よ
う
な
話
に
ひ
か
れ
今
年
3
月

に
U
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
「
ア
イ

リ
ス
」
、
「
ぶ
な
」
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
宴
会
場
「
山
つ
つ
じ
」

と
小
宴
会
場
が
あ
り
ま
す
。
「
ア
イ
リ

ス
」
で
は
洋
食
、
和
食
の
ほ
か
簡
単

な
中
華
料
理
を
、
「
ぶ
な
」
で
は
夜
n

時
ま
で
和
食
料
理
、
珍
味
、
刺
身
、

一
品
料
理
な
ど
を
お
出
し
し
ま
す
。

宴
会
場
で
は
結
婚
式
を
初
め
、
各
種

宴
会
料
理
を
お
出
し
し
ま
す
。
ど
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、
宴
会
場
で
も
十
日
町

で
し
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

お
客
様
の
心
に
残
る
料
理
を
お
出
し

臼
で
き
る
よ
う
、
調
理
師
一
同
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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●会員の種類・年会費（消費税別）

全日会員
家族会員 30，000円

個人会員 15，000円

女性会員 10，000円

平日会員 家族会員 20，000円

個人会員 10，000円

・舎日会員は年間を通して毎日、平日会員は土・日・祝日を除く日に
　＿利用いただけます。

・家族会員は、同居されているご家族皆様、個人会員および女性会員

は、中学生以上の方1名様について有効です。
・ご入会いただきました方には、フォーラムセンターにて、1年間有
効の会員証を発行いたします。

・バスタオルのレンタル料は200円です。

エンジョイ
リゾ＿トベルナティオ

　
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
法
人
会
員
制
リ

ゾ
ー
ト
で
す
が
、
一
般
の
方
々
（
ビ

ジ
タ
ー
）
も
宿
泊
、
日
帰
り
問
わ
ず

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
有
料
施
設
の
利
用
料
金
は
、
こ
の

ぺ
ー
ジ
の
各
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
テ
ル
宿
泊
、
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
に
つ

い
て
は
一
か
月
前
か
ら
の
予
約
、
そ

の
他
の
施
設
は
随
時
予
約
あ
る
い
は

直
接
利
用
と
な
り
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

食
事
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や

し
、
プ
ー
ル
＆
ス
パ
で
疲
れ
を
癒
す
。

　
特
に
、
プ
ー
ル
＆
ス
パ
は
、
利
用

機
会
の
多
い
市
民
が
有
利
と
な
る
特

徴
的
な
年
会
員
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
ト
ラ
ル
レ
イ
ク
周
辺

に
は
無
料
開
放
施
設
が
多
く
あ
り
ま

す
。
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
コ
ス
モ

ス
畑
、
湿
性
自
然
園
、
ト
リ
ム
コ
ー

ス
。
そ
し
て
周
辺
に
は
自
然
散
策
路
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
コ
ス
モ
ス

畑
（
花
の
谷
）
。
花
観
賞
、
自
然
観
察
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
で
感

動
的
な
リ
ゾ
ー
ト
タ
イ
ム
を
演
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
美
し
い
施
設
や
環
境
を

い
つ
ま
で
も
印
象
深
く
維
持
す
る
た

め
に
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
次
の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
駐
車
は
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
横

　
又
は
実
験
ほ
場
前
の
駐
車
場
に
。

②
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
で
利
用
案

　
内
に
目
を
通
し
て
か
ら
ご
利
用
を
。

③
飲
食
（
弁
当
）
は
レ
イ
ク
シ
ア
タ
ー

　
で
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
を
。
ト

　
イ
レ
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
で
。

④
ゴ
ル
フ
場
へ
の
立
ち
入
り
は
厳
禁
。

⑤
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
行
為
は
厳
禁
。

　　　　オーブンま羅の歩み

Sβ2濁。9　「総奮保養地域整備法醤公禰・施衛

S㊨3．12．7　雪と緑のぶるさと「マイ・ライ7・

　　　　　　駿ゾート新潟」墓本構想承認

H元。2．10　「株式会社当間高原リゾート」設立

H3．5．31温泉試掘工事完了

　　　9譲　埋蔵文化財の試掘及び発掘調査開始

　　10証6　環境実験ほ場開場式及び計測開始

　　11．8　市道水沢珠州線改良王事着壽

　　1頚蛎　持難環境保全公共下氷道水沢汚氷幹

　　　　　　線霊事着手

　　翅．22出地売買等契約開幾

H4議．鱒　雪と緑のぶるさと「マイ塾ライフ・

　　　　　　サ耀一ド新潟封墓黍構想変更承認

　　　2．14　お懸ま塾竣工武

　　3．25　環境影響評緬準備書提鵠・餐告

　　4．1　帝環境保全条例施行

　　4．13　帯国町農業振興地域整備計画の変更

　　　　　　認斑

　　8．1　馬氷地区簡易水道鉱張事業着手

　　12．26　フ翼一ム1ほ場整備事業）趨証式

H5。1。11環境影響評価書公告

　　5。12農地法第5条の規定による許可

　　5。翅　林地開発許可

　　5．27開発基繋協建及び環境保全協建締結

　　　5。鎗　当間蕎原璽ゾー尋開発事業起韮式

H能7．蜷　クラブ・ベル糞ティ蒙法入会員募集

　　　　　　開i始

　　1儀鱒　ヌ潔一識婁響撫騰2移転開婚

　　盤．麹　珠廻麺塵簡易氷道供潮開婚

H7．4．2◎添灘灘地鎮祭

　　5．25麟羅諜フ灘一灘ム発建

　　8．9　フォーラム難ンダー安全祈願祭

　　聾。麹　珠期集藩譲集嚢駈・鎮響等）竣韮式

H8．3．31蒋建環境講氷道供網開i嬌

　　鵜25　フ灘一ム鱒場整備事業）換地処i分

自
然
を
最
重
点
に

　
　
　
重
厚
な
施
設
整
備

丸山廣明さん
（フォーラムセンター・珠川）

　
私
が
こ
の
大
地
に
産
声
を
上
げ
た

の
は
4
0
年
前
の
こ
と
で
す
。
開
拓
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
、
食
う
や
食
わ

ず
、
働
き
ず
く
め
の
時
代
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
今
こ
の
大
地
が
あ

る
の
も
多
く
の
開
拓
者
た
ち
の
お
陰

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
先
代
た
ち

の
開
拓
が
「
肉
体
的
開
拓
魂
」
だ
と
し

た
ら
、
今
の
事
業
は
「
精
神
的
開
拓

魂
」
だ
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
0
年
前
の
私
だ
っ
た
ら
、
こ
ん
な

近
く
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん

て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
最
近
で
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
等

の
施
設
が
主
流
の
中
で
、
自
然
を
最

重
点
に
置
い
た
考
え
方
、
ま
た
重
厚

な
施
設
造
り
に
は
驚
き
ま
し
た
。
地

元
に
住
ん
で
い
る
と
、
自
然
の
良
さ

な
ど
理
解
し
が
た
い
部
分
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
改
め
て
自
然
の
良
さ
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
気
持
ち
よ
く
仕
事
が
で
き
る
、
人

に
や
さ
し
く
な
れ
る
、
こ
ん
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
私
の
職
場
を
、

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
お
見
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

平成8年9月10日号5



ほ
く
ほ
く
線
の
高
速
走
行
試
験
が
始
ま
　
　
　
1

　
　
　
高
速
走
行
試
験
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
と
事
故
防
止
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
開
業
ま
で
あ

と
半
年
余
り
と
な
り
、
い
よ
い
よ
今

月
1
7
日
か
ら
、
ほ
く
ほ
く
線
の
高
速

走
行
試
験
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
高
速
走
行
試
験
の
ス
ム
ー
ズ
な
実

施
と
事
故
防
止
の
た
め
、
鉄
道
施
設

内
に
は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
上
設
備
の
検
査

　
電
車
の
走
行
の
前
に
、
線
路
な
ど

に
支
障
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
電
車
や
モ
ー
タ
ー
カ
ー
を
使
い

検
査
を
し
ま
す
。

①
実
施
予
定
日

　
9
月
1
7
日
㈹
～
9
月
2
5
日
㈱

②
実
施
区
間

　
犀
潟
駅
～
六
日
町
駅

速
度
向
上
試
験

　
特
急
電
車
の
速
度
を
時
速
1
2
0

キ
ロ
か
ら
1
0
キ
ロ
刻
み
で
段
階
的
に

上
げ
、
各
速
度
ご
と
に
車
両
や
地
上

設
備
の
性
能
を
確
認
し
ま
す
。

①
実
施
予
定
日

　
9
月
2
8
日
㈲
～
1
0
月
5
日
ω

②
実
施
区
間

　
犀
潟
駅
～
六
日
町
駅

高
速
走
行
試
験

　
特
急
電
車
を
最
高
時
速
1
6
0
キ

ロ
で
走
ら
せ
信
号
の
確
認
を
し
ま
す
。

①
実
施
予
定
日

　
1
0
月
6
日
㈲
～
1
0
月
1
5
日
㈹

②
実
施
区
間

　
ま
つ
だ
い
駅
～
犀
潟
駅

ト
ン
ネ
ル
抵
抗
試
験

　
特
急
電
車
を
走
ら
せ
、
ト
ン
ネ
ル

の
電
車
に
与
え
る
走
行
抵
抗
を
測
定

し
ま
す
。

①
実
施
予
定
日

　
1
0
月
1
7
日
㈱
～
1
0
月
1
9
日
㈹

②
実
施
区
間

　
犀
潟
駅
～
六
日
町
駅

訓
練
・
習
熟
運
転

　
開
業
後
の
安
全
運
行
の
た
め
、
訓

練
・
習
熟
運
転
を
行
い
ま
す
。

①
実
施
予
定
日

　
1
0
月
2
1
日
㈲
～
開
業
日

②
実
施
区
間

　
犀
潟
駅
～
六
日
町
駅

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
変
更
さ
れ
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ほくほく線キャラクター愛称募集

　ほくほく線のイメージキャラクター「う

さぎ」の愛称を募集しています。

◆主催：北越急行開業準備会

◆応募方法：官製はがきにキャラクター

　の愛称1点、住所、氏名、年齢、職業、

　電話番号を明記してください。

※何点でも応募可。1枚のはがきに複数

　の愛称を記入したときは無効。

◆応募先：949－66六日町137－2

　J　A六日町支所3F　北越急行㈱

　キャラクター愛称募集係

◆締切：10月31日（当日消印有効）

◆賞：採用者には現金10万円（同名多数

　の場合は抽選）・応募30名に沿線の名

　産。

◆発表：11月下旬／採用・当選者への賞

　金・賞品の発送をもって発表とします。

※採用作品の版権は主催者に

帰属します．　　一ノ0

vべ

ボクに名前を

つけてネ／

ほくほく線百景フォトコンテスト

「ほくほく線のある風景」をテーマにフ

ォトコンテストを行います。

◆主催：北越急行開業準備会

◆応募規定：カラー4ツ切りかワイド4

　ツ切り、応募点数に制限なし。

◆応募方法・応募先

　市地域開発室（盈57－3111）または各

　公民館にある応募要領を参照。

◆締切：11月30日（当日消印有効）

◆賞：最優秀賞1点　10万円

　優秀賞4点　5万円

　入選20点　1万円
◆発表：来年1月中旬（入賞者には直接

　通知します）

※入賞通知のあった作品は、原版の提出

　をもって入賞とします。

※入賞作品と版権は主催者に帰属します。

ほ
く
ほ
く
線
カ
ツ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
き
大
会
参
加
者
募
集
〃

　
　
～
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
1
7
市
町
村
対
抗
戦
の
選
抜
大
会
～

◆
主
　
催
”

◆
開
催
日
“

◆
会
　
場
“

◆
資
　
格
”

◆
チ
ー
ム
”

※
必
要
に
よ
り
交
代
員
3
人

※
1
0
人
編
成
の
選
手
の
合
計
体
重
は
7
0
0
キ
。
以
内
と
す
る
。

ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
事
業
実
行
委
員
会

10
月
1
3
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
競
技
開
始
（
0
時
3
0
分
集
合
）

十
日
町
高
校
西
体
育
館

市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
に
職
場
の
あ
る
人

監
督
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
1
人
。
（
選
手
を
兼
ね
て
よ
い
）

選
手
1
0
人
（
男
性
5
人
・
女
性
3
人
・
小
学
生
2
人
）

　
　
　
　
　
　
（
男
女
各
1
人
・
小
学
生
1
人
）

◆
試
　
合
“
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。

　
　
　
　
　
（
リ
ー
グ
戦
の
場
合
あ
り
）

◆
表
　
彰
“
上
位
3
チ
ー
ム
に
賞
品
と
賞
状
。

　
　
　
　
　
全
チ
ー
ム
に
参
加
賞
あ
り
。

◆
締
　
切
“
9
月
3
0
日
ま
で
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、

　
市
地
域
開
発
室
へ
。

※
申
込
用
紙
は
、
地
域
開
発
室
ま
た
は
各
公
民
館
に

　
あ
り
ま
す
。

※
上
位
2
チ
ー
ム
は
、
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
1
7
市
町
村

　
が
参
加
し
て
1
1
月
9
日
㈹
に
松
代
町
で
行
わ
れ
る

　
決
勝
大
会
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

北越急行のスーパー特急に取付け
られる編成愛称ロゴプレート

「SNOWRABBIT＝スノーラビット」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　ゆ
父餐潔誉蕊髪あ愚景暮琴繧私　　　　　　と蟹騒講灘灘願纏鞭織簿・長崎黛毒

鵡躍離騎舘醗隷　・　も離騨禁麟難鰯鞭囎磨齢
は遊て日や持いは・たでいんり　　　 し搬難織雛叢輔懸鱒齢磯懲鱗猟懸灘撫熱
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回
目
の
日
だ
）
こ
ん
な
大
切
な
こ
と

　
を
私
は
f
と
思
う
と
は
ず
か
し
く

　
て
自
分
が
い
や
に
な
る
。

　
　
き
っ
と
こ
れ
が
一
番
怖
い
こ
と
だ

　
と
思
う
。

　
去
年
で
五
十
回
目
と
い
う
節
目
が

　
つ
い
た
。
式
典
も
盛
り
上
が
っ
た
そ

う
だ
。
で
も
そ
れ
で
原
爆
投
下
の
傷

跡
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
か

ら
が
、
五
十
一
周
年
か
ら
が
大
切
だ

と
聞
い
た
。
私
も
う
な
づ
い
た
。

　
そ
し
て
今
、
戦
争
を
知
ら
な
い
私

達
が
こ
れ
か
ら
ど
う
す
べ
き
か
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
世
界

平
和
の
た
め
に
勇
気
を
持
ち
、
強
く

や
さ
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。

　
し
か
し
、
原
爆
の
被
害
者
が
年
を

と
り
そ
し
て
原
爆
を
体
験
し
た
人
も

だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
だ

か
ら
原
爆
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
わ

か
る
人
が
い
な
く
な
り
、
そ
し
て
式

典
も
み
ん
な
も
形
だ
け
に
な
る
。

　
で
も
そ
れ
は
違
っ
た
。
タ
ク
シ
ー

を
降
り
て
一
歩
式
典
会
場
に
足
を
ふ

み
入
れ
る
と
私
は
急
に
鳥
肌
が
立
っ

て
し
ま
っ
た
。
や
は
り
そ
こ
は
雰
囲

気
が
違
う
。
緊
迫
し
た
異
様
な
感
じ

で
少
し
緊
張
し
て
し
ま
っ
た
。
で
も

私
は
ほ
っ
と
し
た
。
五
十
一
年
の
歳

月
が
た
っ
て
も
み
ん
な
の
気
持
ち
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
よ
く
わ

か
り
私
の
生
意
気
な
不
安
も
少
し
は

れ
た
。

　
最
後
に
私
は
今
日
の
広
島
派
遣
団

と
し
て
行
動
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
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一

て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
平
和
を
願

う
多
く
の
人
と
同
じ
空
間
に
い
れ
た

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
。

広
島
に
派
遣
さ
れ
て

　
八
月
五
日
、
六
日
と
広
島
派
遣
団

と
し
て
広
島
に
行
き
、
原
爆
に
あ
っ

た
人
達
へ
義
援
金
な
ど
を
届
け
て
き

ま
し
た
。
僕
は
、
こ
の
派
遣
団
と
し

て
行
く
ま
で
原
爆
に
あ
ま
り
関
心
を

も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

広
島
へ
行
き
い
ろ
い
ろ
な
所
を
訪
ね

る
に
つ
れ
て
、
そ
の
考
え
が
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
考
え
の
変
え
ら
れ
た

場
所
は
、
広
島
赤
十
字
原
爆
病
院
で

し
た
。
そ
こ
に
は
、
被
爆
当
時
の
ま

ま
の
病
院
の
一
部
が
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
僕
は
「
爆
心
地
か
ら
、
こ
れ

だ
け
離
れ
て
い
て
も
爆
風
で
こ
れ
だ

け
鉄
が
曲
が
る
ん
だ
な
」
と
、
原
爆

の
恐
怖
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　
次
の
所
は
、
原
爆
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、
被
爆
者
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

僕
達
派
遣
団
に
温
か
い
歓
迎
会
を
開

い
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
のあ齢餅野麟読貿鞍塘婬様脅蕩斉木俊太くん』　鱗

場
に
は
、
片
足
の
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
や
、
火
傷
の
跡
が
残
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
な
ど
、
こ
こ
で
も
や
は
り
原
爆

の
恐
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
所
が
原
爆
資
料
館
で
し
菟

こ
こ
で
は
、
被
爆
前
と
被
爆
後
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
が
あ
っ
た
り
、
燃
え
て
焼

け
こ
げ
た
人
の
写
真
な
ど
、
と
て
も

貴
重
な
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
大
変

感
激
し
、
そ
れ
と
同
時
に
本
当
に
原

爆
は
怖
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
僕
達
の
世
代
で
核
爆
弾

な
ど
の
な
い
平
和
な
世
界
が
く
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
貴
重

な
経
験
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

広
島
派
遣
団
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“丸山大輔

　
八
月
五
日
の
朝
、
僕
た
ち
広
島
派

遣
団
は
、
広
島
に
向
け
出
発
し
た
。

広
島
に
着
き
、
ま
ず
市
役
所
を
訪
問

し
た
。
そ
こ
で
は
、
義
援
金
を
届
け
、

広
島
平
和
祈
念
式
典
に
つ
い
て
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
次
に
赤
十
字
病

院
、
原
爆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
む
つ
み

園
を
慰
問
し
た
。
病
院
で
は
、
被
爆

者
た
ち
の
現
状
を
お
聞
き
し
た
。
む

つ
み
園
で
は
、
被
爆
し
た
お
年
寄
り

と
話
し
て
き
た
。
僕
は
、
被
爆
者
と

　
　
い
う
と
、
ひ
さ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
し
か

　
　
頭
に
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
お
会
い

　
　
し
て
み
る
と
、
お
年
寄
り
の
方
々
が

　
　
と
て
も
元
気
で
、
僕
は
う
れ
し
か
っ

　
　
た
。

　
　
　
次
に
、
原
爆
資
料
館
に
行
っ
た
。

　
　
そ
こ
で
見
た
も
の
は
、
あ
ま
り
に
も
、

　
　
ひ
ど
く
残
酷
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
人

　
　
問
を
人
間
と
し
て
見
て
い
な
い
。
ま

　
　
る
で
、
自
分
た
ち
の
実
験
道
具
と
し

　
　
か
思
っ
て
い
な
い
。
僕
は
そ
う
感
じ

　
た
。
あ
ん
な
一
つ
の
原
爆
で
あ
れ
だ

　
け
の
人
々
が
死
ん
で
い
る
。
そ
の
時

　
代
か
ら
、
今
年
で
五
十
一
年
目
と
い

　
う
こ
と
は
、
も
っ
と
強
力
な
物
が
造

　
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
と
な
ん
だ
か
ぞ
っ
と
し
て
し
ま
う
。

　
そ
し
て
、
僕
は
こ
の
資
料
館
で
見
た

　
こ
と
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
次
の
日
の
朝
、
広
島
市
原
爆
死
没

　
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
に

　
参
加
し
た
。
そ
こ
で
は
、
平
和
宣
言

　
や
平
和
へ
の
誓
い
な
ど
を
聞
き
、
一

　
時
間
の
式
典
を
終
了
し
た
。

　
　
最
後
に
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
た
。

　
そ
の
ド
ー
ム
は
見
た
か
ぎ
り
で
は
、

　
戦
争
で
何
人
も
の
人
が
死
ぬ
の
を
見

　
て
き
て
、
さ
み
し
そ
う
だ
っ
た
。
そ

　
ん
な
ド
ー
ム
を
後
に
し
、
僕
た
ち
広

　
島
派
遣
団
は
、
十
日
町
へ
と
帰
っ
た
。

　
　
僕
は
、
こ
の
二
日
問
、
本
当
に
貴

　
重
な
体
験
を
し
た
と
思
う
。
い
つ
か

　
も
う
一
度
、
こ
の
広
島
を
訪
れ
た
い

　
と
思
う
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
こ
の

　
平
和
の
鐘
が
鳴
り
続
い
て
く
れ
る
こ

　
と
を
願
い
た
い
。

　
「
　
噂
　
一
　
「
　
申
　
一
　
聞
　
一
　
一
　
辱
　
一
　
一
　
唱
　
「
　
輔
　
「
　
一
　
一
　
一
　
｝
　
一

　
一等一一軸一騨「「「「｝一鱒一一一一『一幅一一一叩『一『一一一

一一一噺一甲一一叫一辱一
一柵一η一「一一囎一一「一一一

轄一｝「一「一〕一皿一噌一騨
一』一一｝一榊「辱皿一一「轄一『

一「層「甲一一一一一一騨一噂「
一一一一一｝一
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朝
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
で
お
な
じ
み

［
江
森
陽
弘
氏
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］

　
昭
和
7
年
東
京
都
生
ま
れ
。

　
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
朝
日
新

聞
社
に
入
社
し
、
記
者
と
し
て
活

躍
。
朝
日
新
聞
編
集
委
員
時
代
に

は
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
の
「
江
森
陽

弘
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
の
キ
ャ

ス
タ
ー
を
勤
め
、
鋭
い
視
点
と
切

り
口
で
、
政
治
・
社
会
問
題
な
ど

を
取
り
上
げ
、
報
道
す
る
。

　
昭
和
63
年
に
フ
リ
ー
と
な
り
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
出
演
の
ほ
か
、

季
刊
誌
「
S
O
」
A
」
編
集
長
を

務
め
る
と
と
も
に
、
老
人
問
題
．

高
齢
化
社
会
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
主
な
著
書
に
「
い
じ
め
っ

子
い
じ
め
ら
れ
っ
子
」
「
文
章
作
法
」

な
ど
が
あ
る
。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一一一翻翻鰯棄繕◎駕観翻縦竈竃竃鰯鰯続竃竃竃竃織

l：象難篇馨盤爺惑塾叡　。ミニウオーりき

鵬
　
◎
　
翻
　
織
　
総
　
翻
織
　
竃
織
　
竃
　
翻
織
　
露
　
織
　
◎
　
鵬
蹴
　
◎
　
織

〈
表
彰
式
〉

・
健
康
づ
く
り
団
体

・
よ
い
歯
の
高
齢
者

・
ほ
の
ぽ
の
福
祉
写
真
展

〈
講
演
会
〉

　
　
江
森
陽
弘
氏

　
　
　
　
　
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　
　
『
高
齢
化
社
会
を

　
　
　
　
明
る
く
生
き
よ
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
入
場
無
料

　
　
、
盈
簸
　
　
欝

繋

齢
、

瓶
．
　
躍
．

　
　
　
　
　
　
々
〆

癖鷹盟
叢
・
　
　
　
！

　
　
　
難
　
町

4露織

穫
瀬

　
　
　
　
　
騨

　
　
灘
o
嶽
、
磁

　
〆
8

　
　
　
溜

1　　　　　　左衛門橋→クロス10→緑道→総合体育館

　　　　　②Bコース（信濃川コース・全長5。5km）

　　　　　　総合体育館→下水処理センター→信濃川堤防→

　　　　　　稲荷町→クロス10→緑道→総合体育館

　●対象どなたでも参加できます。（小学生以下は家族同伴）
ヨ

竃●参加費　100円（当日徴収）
　

竃●申し込み　9月20日囲までに総合体育館（盈52－4377）へ。
ぴ

③　　　　　　（当日受付もします）
む

1●その他①クイズに答えてお楽しみ抽選会に参加しよう。

1　　　　　②全員にもれなく参加賞を進呈。

1　　　　③インストラクターによるウォーキング指導。

灘

目騰、

目

　　　　　　　　　　　　副　　　　）心ハー『冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態
づくり推進協議会1　③インス1ラクターによる㌘；キング樽

福祉騰会　　鷺鵬謬賑灘濃瓢憲思蝶濃、．．．、、、．、、、．．、、、．＿＿一一
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だれもが、いつまでも安心して住み続けられるまち

　　　　　　～日本一の健康都市をめざして～

　「健康と豊かな福祉はみんなの力で」をテーマに’96健康づくりフェア・市民福祉まつりを開催し

ます。各種催し物、展示コーナー、相談コーナー等、楽しい企画がいっぱいです。楽しみながら健

康や福祉への関心を深めていただきたいと思います。ご家族おそろいでお出かけください。

〈
大
ホ
ー
ル
〉

■
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
内
科
相
談

、
．
歯
科
相
談
と
歯
み
が
き
指
導

・
漢
方
薬
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
も
く
よ
く

．
助
産
婦
会
相
談
（
沐
浴
等
）

・
栄
養
相
談

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
高
齢
者
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
薬
草
パ
ネ
ル
展
示

・
薬
味
酒
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー

．
高
齢
者
・
身
障
者
作
品
展

・
住
み
郷
コ
ー
ナ
ー

　
　
（
水
切
り
袋
の
販
売
、
防
疫
薬
剤

　
の
展
示
）

．
調
理
師
会
の
料
理
実
演
及
び
試
食

・
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー

・
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

．
福
祉
施
設
・
作
業
所
紹
介
コ
ー
ナ

・
体
脂
肪
測
定
コ
ー
ナ
ー

・
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
コ
ー
ナ
ー

．
即
売
コ
ー
ナ
ー
（
つ
つ
じ
工
房
、

　
な
か
さ
わ
作
業
所
、
な
か
ま
の
家
、

　
家
族
会
、
身
障
者
セ
ン
タ
ー
、
や

　
ま
な
会
の
作
品
、
野
菜
等
の
販
売
）

〈
中
ホ
ー
ル
〉

・
ほ
の
ぼ
の
福
祉
写
真
展

・
福
祉
機
器
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館

・
福
祉
事
業
P
R
コ
ー
ナ
ー

．
我
ら
健
康
・
福
祉
探
険
隊
（
オ
リ

　
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
）

・
車
イ
ス
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
お
年
寄
り
の
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

〈
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
〉

・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

〈
ロ
ビ
ー
・

　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
〉

・
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展

・
身
障
者
セ
ン
タ
ー
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

作
品
展
及
び
販
売

．
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
即
売
会

・
地
域
福
祉
活
動
紹
介

・
ほ
の
ぼ
の
福
祉
写
真
展

・
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
献
血
受
付

〈
バ
ザ
ー
ル
広
場
〉

何ガ当たるかな？

お楽しみ弐抽選会
　　　もあるよZ

〆C）￥

鰭，離

露　》＼
・風船プレ慧ント

・タダでお騨し恥わた飴屋

・水風船つの

・電動カート

・勝手に落書きコーナー

・
献
血
車

・
す
こ
や
か
号
（
健
康
増
進
指
導
車
）

〈
不
用
品
代
理
販
売
会
〉

◆
日
　
時
　
9
月
2
1
日
㈹
正
午
～
午

　
後
4
時
、
2
2
日
㈲
午
前
9
時
～
午

　
後
3
時

◆
場
　
所
　
ク
ロ
ス
ー
0

　
　
　
　
　
　
（
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
）

　
ご
家
庭
で
使
わ
ず
に
眠
っ
て
い
る

品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
消
費
者
協

会
が
あ
な
た
の
代
わ
り
に
販
売
会
を

開
催
し
ま
す
。

・
衣
類
は
新
品
に
限
り
ま
す
。

市
康
会

　★主催

十日町
十日町市健

十日町市社

．
百
円
以
下
の
品
物
が
売
れ
残
っ
た

　
場
合
は
福
祉
施
設
に
寄
付
し
ま
す
。

．
売
上
金
2
0
％
を
手
数
料
と
し
て
消

　
費
者
協
会
で
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
不
用
品
の
受
け
付
け
〉

　
9
月
1
4
日
ω
、
1
5
日
㈲
午
前
1
0
時

　
～
午
後
5
時
の
間
に
価
格
を
決
定

　
し
、
市
民
体
育
館
ま
で
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
消
費

者
協
会
事
務
局
（
a
5
2
1
5
5
6

　
9
）
へ
。

〈
八
ロ
ー
八
ロ
ー

　
　
　
　
　
レ
ク
ダ
ン
ス
〉

　
あ
な
た
も
友
達
の
輪
に
飛
び
込
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
　
時
　
9
月
2
2
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
9
時

◆
場
　
所
　
市
民
体
育
館

◆
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
服
装
で

　
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
ノ
努
θ

　
負

　
　
　
　
　
。
ム
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謡
難
．

鐵
繕

難戴

灘
，

〈データ〉

大民踊流し28団体1，300人

明石万灯　　　13基　　500人

3日間の人出　　48，000人

　
歴
史
や
伝
統
を
大
切
に
し
た
市
民
ぐ
る
み
の

ま
つ
り
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
昨
年
、
組
織
を

再
編
し
名
称
を
新
た
に
し
た
「
十
日
町
お
お
ま

つ
り
」
。
8
月
2
5
日
㈲
夜
の
前
夜
祭
で
幕
を
開
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゃ
く
よ

27

日
㈹
夜
半
、
八
角
み
こ
し
の
諏
訪
神
社
着
輿

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
2
8
団
体
が
参
加
し
た
「
十
日
町
小
唄
」
「
深
雪

甚
句
」
の
大
民
謡
流
し
、
色
鮮
や
か
に
躍
り
出

る
1
3
基
の
明
石
万
灯
、
妙
技
と
い
え
る
子
供
た

ち
の
一
輪
車
パ
レ
ー
ド
で
に
ぎ
わ
っ
た
前
夜
祭
。

老
若
男
女
が
一
致
団
結
、
3
日
間
通
し
で
引
つ

張
る
上
町
、
宮
下
、
下
町
の
俄
。
2
6
・
27
日
と

元
気
な
子
供
た
ち
が
担
ぐ
町
内
子
供
み
こ
し
。

将
来
の
横
綱
を
目
指
す
豆
力
士
が
勢
ぞ
ろ
い
し

た
奉
納
少
年
相
撲
大
会
。
「
オ
イ
ヨ
イ
、
オ
イ
ヨ

イ
」
の
勇
ま
し
い
掛
声
が
6
4
町
内
を
練
り
歩
く

八
角
み
こ
し
。
人
、
人
、
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
露
店
市
。

　
参
加
す
る
人
、
見
る
人
た
ち
を
大
い
に
元
気

づ
け
た
、
そ
ろ
い
の
祭
り
半
て
ん
が
走
り
回
る

3
日
間
で
し
た
。



高

オ
ー
ラ
ム
セ
縄
文
の
タ
ベ

市
と
市
博
物
館
で
は
、
博
物
館
友
の
会
、
文
化
協
会
連
合
会
と
の
共
催

　
　
十
日
町
市
の
誇
り
で
あ
る
「
火
焔
土
器
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
火
焔

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
縄
文
の
タ
ベ
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
期
　
日
　
1
0
月
1
2
日
…
国
・
得
日
㈲

橋
克
彦
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
場
　
所
　
ク
ロ
ス
ー
0
・
博
物
館

　
　
　
　
　
（
直
木
賞
作
家
）
　
　
■
参
加
費
2
千
円
（
ク
ロ
ス
ー
0
会
場
の

〈
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
1
9
4
7
年
、
岩
手
県
盛
岡
市
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
。
歴
史
ミ
ス
テ
リ

ー
作
家
。
「
写
楽
殺
人
事
件
」
で
第
2
9
回
江

戸
川
乱
歩
賞
受
賞
。
「
総
門
谷
」
で
第
7
回

吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
、
「
北
斎
殺
人
事

件
」
で
第
4
0
回
推
理
作
家
協
会
賞
、
「
緋
い

記
憶
」
で
第
1
0
6
回
直
木
賞
を
受
賞
。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
炎
立
つ
」
の
原
作

者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
現
在
盛
岡
市
在

住
。
ア
レ
ン
国
際
短
大
客
員
教
授
。
特
に

東
北
地
方
の
文
化
に
は
深
い
愛
着
を
持
ち
、

縄
文
時
代
へ
の
関
心
も
強
く
、
鋭
い
洞
察

力
に
満
ち
た
所
論
を
展
開
。
な
お
、
十
日

町
市
と
は
因
縁
の
深
い
、
雪
の
研
究
者
高

橋
喜
平
氏
は
、
氏
の
伯
父
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
　
み
・
資
料
代
ほ
か
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
市
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
（
盈
5
7
1
5
5
3
1
）

内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
1
2
日
出
・
ク
ロ
ス
ー
0
会
場
】

正
午
　
　
受
付
開
始

〔
1
2
時
5
0
分
～
1
時
5
0
分
〕

　
　
ハ

◆
基
調
講
演
「
縄
文
社
会
と
火
焔
形
土
器
」

◆
講
師
“
土
肥
孝
先
生

　
　
　
　
（
文
花
庁
文
化
財
調
登
官
）

　
1
9
4
9
年
東
京
都
生
ま
れ
。
早
稲

田
大
学
文
学
部
卒
、
成
城
大
学
大
学
院

修
了
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
を
経

て
、
現
在
文
化
庁
美
術
工
芸
課
勤
務
。
縄

文
時
代
の
社
会
復
元
を
出
土
物
か
ら
追

求
。
著
作
に
－
近
畿
地
方
」
「
縄
文
土
器

大
成
－
騒
縄
文
時
代
H
」
な
ど
が
あ
る
。

〔
2
時
～
3
時
30
分
〕

◆
研
究
報
告

①
寺
崎
裕
助
氏

　
（
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
）

②
山
口
逸
弘
氏

　
　
（
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
）

　
③
水
沢
教
子
氏

　
　
（
長
野
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
）

〔
3
時
45
分
～
5
時
〕

◆
討
論
会
「
火
焔
土
器
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

　
パ
ネ
ラ
ー
”
前
記
4
氏

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
“
駒
形
敏
朗
氏

　
　
　
　
　
　
（
長
岡
市
教
育
委
員
会
）

　
終
了
後
、
博
物
館
会
場
に
移
動

〔
7
時
～
8
時
30
分
〕

◆
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
会
費
“
5
千
5
百
円
）

　
～
情
報
交
換
会
～
8
時
4
5
分
（
解
散
）

　【13

日
㈲
∵
ク
ロ
ス
ー
0
会
場
】

　
午
前
8
時
3
0
分
　
受
付
開
始

〔
9
時
～
1
1
時
〕

ド
◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
「
縄
文
遺
跡
と
ま
ち
づ
く
り
」

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
”
土
肥
孝
氏

　
パ
ネ
ラ
ー
”

　
・
加
藤
三
千
雄
氏
（
真
脇
む
つ
み
会
・

　
　
石
川
県
能
都
町
）

’96秋季特別展

縄文の美
　　一火焔土器の系譜一

◆期　間　9月28日（：D～10月27日

（日）（毎週月曜日は休館）午前9

　時～午後5時（入館は午後4時

30分まで）

◆入館料　400円（300円）

　中学生以下無料。（）は前売り・

20名以上の団体料金

※期間中毎週日曜日の午後1時30

分～学芸員による展示説明会

　実施

※9月28日db午後1時30分

　～博物館で講演会を開催

　講師二今福利恵先生（山梨県立

　考古博物館学芸員）

　演題：火炎土器の系譜

　
・
小
石
沢
源
光
氏
（
縄
文
土
器
焼
き
研

　
究
会
・
福
島
県
船
引
町
）

　
・
翠
川
泰
弘
氏
（
さ
ら
し
な
の
里
歴
史

　
史
料
館
・
長
野
県
戸
倉
町
）

　
・
佐
野
良
吉
氏
（
縄
文
芸
術
の
郷
を
創

　
　
る
会
・
十
日
町
市
）

〔
”
時
1
5
分
～
午
後
1
2
時
3
0
分
〕

◆
記
念
講
演

　
「
縄
文
－
日
本
の
基
層
文
化
1
を
語
る
」

講
師
“
高
橋
克
彦
先
生
（
直
木
賞
作
家
）

【
1
2
日
出
・
博
物
館
会
場
】

〔
午
前
9
時
～
1
1
時
30
分
〕

◆
遺
跡
見
学
会

◆
火
焔
土
器
を
描
こ
う

※
受
付
・
出
発
　
博
物
館
前

〔
午
後
5
時
～
7
時
〕

◆
縄
文
遊
食
コ
ー
ナ
ー

〔
午
後
5
時
30
分
～
6
時
3
0
分
〕

◆
縄
文
コ
ン
サ
ー
ト

　
・
古
代
儀
式
（
創
作
）
と
演
奏

　
・
石
神
縄
文
太
鼓
（
青
森
県
西
津
軽
郡

　
　
森
田
村
の
皆
さ
ん
）

　
・
市
立
中
条
小
学
校
児
童
に
よ
る
笹
山

　
　
縄
文
太
鼓
披
露

　
　
0

　　　　　　　　　　　　　　ふん炉恥

私たちのウンチの“糞害、羅迷惑をかけτすみません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶんが鱒

私たちも、片付ぽない飼し、主に“憤慨、してるん羅す。

　「市長への手紙」で犬の糞の苦情溺寄量られているそうです、

また、商店街を散歩中の犬がアーケードの柱にオシッコをがけるの羅、柱の腐食が早協と

いう声も聞いています。

　　　　　　　　一市内登録犬1，612頭より飼い主の皆さんへ一
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秋の名所巡りツアー
　　　参加者募集
臼と　き　10月2日㈱午前10時～午後3時

■集　合　十日町駅（午前9時50分までに集

合してください）

■コース　十日町駅→星と森の詩美術館→鉢

の石仏→当間高原リゾート→黒沢観光くり

園（昼食）→田麦のそば畑→十日町駅

薗参加費　3，000円（昼食代・入園料込）

■定　員　50人（先着順）

■申し込み　9月25日㈱までに市観光協会（織

物会館内姪57－3345）へ。

　黒沢観光くり園オープン
　　～9月14日㊤～10月10日㊦～

■開園時間　午前9時～午後4時30分

■入園料　大人：300円、子供：100円

■持ち帰り栗代　l　kg：600円

■その他　土・日曜日、祝祭日は、くりおこ

わ・けんちん汁・バーベキュー

（有料）もあります。

■閤い合わ廿　　　　　　　蜘フ場

　市内には、9月15日現在で満90歳以上になられるお

年寄りが235人います。この番付表は、95歳以上の人39

人を紹介しました。※年齢は9月15日現在です。

天池・野中へ

肩／ジ
虜

■問い合わせ

　マロンハウス

（暦52－2824）

へQ

　　　　伊

R117達市街地へ

＜東 ＞ 寿 ＜西 ＞

徳永マサさん厳蔑撫輸／ 横綱 中町周衛さん鷹晟！0為28集〕
佐野ハナさん闇鍮無艦〕 大関 大熊忠平さん 明28・1・18生10！歳　尾　崎

古澤ソノさん儒撒棲講／ 関脇 田川トミさん 撒繍缶／
水落セキさん 明30・2・20生99歳　　水　口 小結 金澤壮一さん〔錫謡●6姿28箸／

鈴木キヨさん〔明31・7・10生
98歳　学校町1〕前頭1 水落テツさん〔躍。撃瀟〕

小泉セイさん 明32・4・23生97歳　中条島 〃　2 富沢タキさん 羅9錨〕
有坂シサさん〔羅●茜齢〕 〃　3 小宮山ハナさん 明32・1〔）・10生’

96歳　　上　原

星野キヨジさん〔羅纏藤lll 〃　4 長津リクさん 明32・12・1生96歳　川治内後

福原健吉さん 明33・2・18生96歳　　新座3〕 〃　5 南雲キクさん〔明33・5・6生96歳　　袋町中

雲野キクさん 明33・5・19生96歳　八幡田町 〃　6 樋口千代さん 毘護●7中糊

大島カツさん 明33・8・29生96歳　春日町1 〃　7 金澤又吉さん〔羅’9主嚇／

庭野キクさん
r
明 33・9・15生
。96歳　　新座3 〃　8 関原タカさん 明33・ll・1生／95歳四日町新田31

小林ヨキさん、器蔑●12垂9請1 〃　9 山田タケノさん、撫り漏四

大海トメさん 墨護●躁滞〕 〃10 岡村ヨシノさん 鼎舗，儀！

保坂リ　イさん 撫繍蜘 〃11 濱田道子さん 〆明34・2・11生）95歳　新座4の1／

水内リャウさん ド明34・4・9生／
95歳　　中　手／ 〃12 高橋サタさん 明34・4・11生195歳　川治1町幻

大ロトミさん、器護’5永紺〕 〃13 岡村アサさん 明34・6・1生1　　　　　『95歳　北新田2／

生越リノさん 明34・6・7生95歳　上新田3 〃14 金子ハナさん鵬誕隔1誌〕

関口丑太郎さん 明34・7・19生
95歳　　水野町 〃15 山崎キヨノさん〔撫。㌦，1、告！

岩田ミヤさん鵬離鞍溝 〃16

8
年
9
月
3
0
日
は
「
や
く
ざ
ゼ
ロ
の
日
」

　
　
～
妻
有
郷
を
暴
力
団
ゼ
ロ
の
住
み
良
い
郷
士
に
～

菱に山は「山口組」

稲に穂は「稲川会」

　
こ
れ
が
現
在
日
本
全
国
に
根
を
下
ろ
し

て
い
る
代
表
的
な
広
域
暴
力
団
の
代
紋
で

す
。
十
日
町
署
管
内
に
も
、
山
口
組
系
や

稲
川
会
系
暴
力
団
組
員
が
住
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
暴
力
団
に
よ
る
被
害
例

①
十
日
町
署
管
内
の
A
町
で
は
、
管
外
の

N
市
に
居
住
す
る
山
口
組
系
暴
力
団
組
員

数
人
が
A
さ
ん
宅
に
押
し
か
け
、
「
手
形
を

決
済
し
ろ
、
俺
は
山
口
だ
」
と
、
組
織
の

威
力
を
示
し
て
A
さ
ん
家
族
を
脅
し
、
手

形
決
済
を
迫
っ
た
。

②
十
日
町
署
管
内
の
C
町
に
住
む
C
さ
ん

は
、
山
口
組
系
暴
力
団
に
所
属
し
て
い
た
。

し
か
し
、
嫌
気
が
さ
し
脱
退
を
決
意
し
て

兄
貴
分
に
そ
の
旨
を
打
ち
明
け
た
が
、
兄

貴
分
か
ら
リ
ン
チ
を
受
け
瀕
死
の
状
態
に

な
っ
た
。
そ
の
後
C
さ
ん
は
、
組
員
ら
の

目
を
盗
ん
で
事
務
所
か
ら
逃
げ
、
当
署
に

助
け
を
求
め
た
。
十
日
町
署
で
は
、
暴
力

団
対
策
法
に
定
め
る
中
止
命
令
を
C
さ
ん

の
所
属
し
て
い
た
組
織
に
対
し
発
出
し
、

C
さ
ん
は
組
織
か
ら
脱
退
で
き
た
。

　
警
察
で
は
、
平
成
8
年
9
月
3
0
日
を
8
、

9
、
3
、
0
で
「
や
く
ざ
ゼ
ロ
の
日
」
と

し
て
、
暴
力
団
の
排
除
を
強
化
す
る
日
に

定
め
ま
し
た
。
こ
の
妻
有
郷
に
は
全
く
関

係
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
け
っ
し

て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暴
力
団
の
魔

の
手
は
、
確
実
に
あ
な
た
の
身
の
回
り
に

も
迫
っ
て
い
ま
す
。
暴
力
団
が
一
番
怖
い

の
は
、
警
察
に
捕
ま
り
刑
務
所
に
入
れ
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
暴
力
団
に
脅
か
さ
れ
た

り
、
不
当
な
要
求
を
受
け
た
り
し
て
い
る

人
は
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

水沢学校給食が学校給食

調理コンクー一ルで優秀賞受賞

　水沢学校給食が8月22日㈲、新潟県学

校給食センター（黒埼町）で行われた「8

年度学校給食調理コンクール」自由献立

の部で優秀賞を受賞しました。これは、

昨年の課題献立の部優秀賞に続き2年連

続の受賞です。

　今回の献立は「じゃこたま蒸し」、児童・

生徒の成長に必要な蛋白質、カルシウム、

鉄分を多く含んだメニューです。

聾縛難鰯嬢甥輝1璽優
秀
賞
に
輝
い
た
メ
ン
バ
ー
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　今年の基本テーマは
「正しいゴルフを楽しくプレー」

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3111内線213へ。 スタート前の集合写真（上越国際C．C十日町コース）

鞭奪、

十日町ゴルフ倶楽部は、昭和37年に石打後楽園カントリ

ークラブで第1回大会（23名出場）を開催し、発会しまし

た。今年35周年を迎えた伝統ある倶楽部です。10周年以降

5年の節目ごとに林由郎プロ（10周年）、中村悦子プロ（15

周年）、杉本英世プロ（20周年）、小松原三夫プロ（25周年）、

　　　　　　　　坂田信弘プロ（30周年）を迎
　　　　　　　　　えてレッスン会、講演会を開

　　　　　　　　催しています。現在の会員数
　　　　　　総　　　は186名で、会員相互の親睦を

　　　　　　　　　図ることと、エチケットやマ

　　　　　　　　　ナーを重視した質の高いゴル

　　　　　　　　　フを目指しています。

　　　　　　　　　倶楽部は、会長のもとに理
　　　　　　　　事会制度を持ち、競技委員会、
スタート前のパット練習、　　ハンディキャップ委員会・エ

熱が入ります　　　　　　　チケット委員会があります。

ゴルフクラブとしてはしっかりとした組織で、運営も会員

のボランティアで行っています。年間の競技は、月例杯の

ほか、クラブ選手権、シニア選手権、クラブ対抗戦など多

彩です。また、倶楽部からは近隣ゴルフ場のクラブチャン

ピオン、シニアチャンピオン、クラブ代表選手など、多数

の優秀な選手を送り出しています。

　「ルールはプレーヤーを救済するためにあるものですか

ら、これを悪用し、他人を陥れることはエチケット違反で

す。会員同士が楽しくプレーをし、友好関係を深め、ゴル

フ以外でも付き合いが深くなることが最も望ましいと思い

ます」と語る第6代会長の樋口伸一さん。35周年にふさわ

しい各種事業も計画しています。その一つは10月6日に行

う記念大会です。また、翌7日の夜には全米オープン等の

解説で有名な「川田太三氏」講演会←一般公開で入場無料）

も計画しているとのこと。倶楽部についてのお問合わせは、

TG　C事務局・同友会（盈57－4446）へ。

◎
縁
馨
鑑
聖
鞠
叢

襲
霧
〉
、
乏
嶺
毯

難

（美雪町3・盈52－2696）

ブ
ツ
切
り
サ
ン
マ
の

　
　
　
　
　
昧
ポ
ン
漬
け

　
し
ゅ
ん

　
旬
の
サ
ン
マ
を
使
っ
た
一
品
で

す
。
”
安
い
”
“
か
ん
た
ん
”
”
体
に

い
い
”
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
。
残
っ
て
も
汁
に
浸
し
て
冷
蔵

庫
に
入
れ
て
置
け
ぱ
4
～
5
日
持

ち
ま
す
。
我
が
家
で
は
ご
は
ん
の

　
　
　
　
　
　
さ
か
な

お
か
ず
に
．
酒
の
肴
に
好
評
で
す
。

〈
作
り
方
〉

①
サ
ン
マ
は
頭
と
は
ら
わ
た
を
取

　
り
氷
を
入
れ
た
塩
水
で
良
く
洗

　
い
、
篇
㎝
ぐ
ら
い
の
ブ
ツ
切
り
に

　
し
て
、
水
気
を
良
く
拭
き
取
る
。

　　　●やまな会
　　　〔喜羅鶉議婆〕

亀鱒㊤雛繭嚢繍㊤㊤

②
④
に
小
麦
粉
を
軽
く
ま
ぶ
し
て
．

　
熱
し
た
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
￥

　
紙
に
取
っ
て
油
を
切
る
。

③
ネ
ギ
、
生
姜
は
み
じ
ん
切
り
に

　
す
る
。

④
②
を
容
器
に
入
れ
、
◎
を
半
量

　
ぐ
ら
い
振
り
か
け
，
味
ポ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
じ

　
注
ぎ
入
れ
、
味
が
馴
染
む
ま
で

　
少
し
置
く
。

◎
し
そ
の
葉
を
ひ
い
た
小
鉢
に
盛

　
り
付
け
、
ネ
ギ
、
生
姜
の
残
り

　
を
上
に
天
盛
り
し
て
出
来
上
が

　
り
。
あ
れ
ぱ
￥
ス
ダ
チ
か
レ
モ

　
ン
を
添
え
る
と
｝
層
お
い
し
く

　
食
べ
ら
れ
ま
す
。

霧
綱
　
〕

　
　
　
置
　
　
　
露

．
ー
繍
子
5
　
　
　
　
生
協

　
　
　
　
盈
　
　
　
　
会
食
員

麟
隷
　
　
磁

側一繋懸騰雛の鱒㊤

1唯醐、

材料（4～5人分）

サンマ…5匹、小麦粉…少々

揚げ油…適宜

ネギ…中くらい2本

根生姜…大きめ1片

味ポン（市販のもの）…1カッブ

しその葉…適宜

鑛
　

纒
灘
繋
簿

　
　
　
輪

　
　
　
　
覆
籔
　

　
　
　
　
　
　
霧
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
鑛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

難

霧
灘繋㊥麟蝦〉W麟⑳纏磯陶剛繍藤
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じようずに

描けたね4
⑭むつみ幼稚園

　　　しょう
南雲　翔くん
　　（6歳）

　こんちゅうが好きなんだ。

ムシとクワがタはおりがみで

んだよ。木からミツをすって

だ。かっこいいだろ。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

本気の本音
⑦罐，会、≡曇から②へ

騒　　
　
　
軽
い
喘
息
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
病
も
せ
ず
元
気
に
育

　
　
　
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
元
気
な
の
が
、
親
に
は
一
番
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
農
作
業
や
回
り
の
自
然
の
中
か
ら
色
々
な
体
験
を
し
て

成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
汗
を
流
せ
る
人
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
難
鐡

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
子
供
は
、
昼
間
テ
レ
　
　
　
　
　
　
　
灘
鱗
灘

ビ
を
見
れ
る
ん
だ
か
ら
、
夜
は
お
父
さ
ん
に
見

せ
て
ほ
し
い
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
絶
対
に
渡

さ
な
い
ぞ
。

翻　　
　
　
会
社
の
ほ
か
に
農
業
も
一
生
懸
命
や

　
　
　
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
は
、
偉
い
と
思
い

ま
す
。
少
年
野
球
の
監
督
も
し
て
い
て
、
走
塁

　
　
〉

の
し
カ
た
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
ま
す
。
で
も
、
ナ
イ
タ
ー
の
あ
る
日
は
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
。

僕
た
ち
の
見
た
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
せ
て
く
れ
な
い
ん
だ
。
た
ま
に

は
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
譲
っ
て
よ
。

　
　
　
星
野
慶
『
さ
ん
・
正
範
く
ん
親
子
（
岩
野
）
、

　
　
　
1
診
以
上
の
米
作
り
を
。

　
　
　
　
　
　
慶
｝
さ
ん
は
会
社
勤
務
の
ほ
か
に
も

チ
ャ
ン
ネ
ル
権
争
い
も
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3川内線213へ．　　　　3　初めて描いたの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ぞ
㌧
璽

　
伊
達
で
男
3
人
、
女
2
人
兄
弟
の

長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
供

の
こ
ろ
は
、
よ
く
下
の
子
の
子
守
り
－

や
家
の
回
り
の
草
取
り
な
ん
か
を
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
尋
常
小
学
校
を
卒

業
し
た
数
え
1
4
歳
で
、
岐
阜
県
大
垣

市
の
大
日
本
紡
績
に
勤
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ひ
と

当
時
は
2
年
が
一
満
期
で
、
そ
れ
を

過
ぎ
な
い
と
特
別
な
事
情
が
な
い
限

り
家
に
は
戻
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。

月
6
円
の
給
料
で
、
1
か
月
の
こ
ず

か
い
は
1
円
5
0
銭
。
そ
の
ほ
か
は
会

宮沢花子さん
（伊達1）73歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3川内線213へ。

社
が
貯
金
し
て
く
れ
て
、
盆
暮
れ
に

な
る
と
実
家
に
送
金
し
た
ん
で
す
よ
。

仕
事
は
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
、
寮
生

活
は
色
々
な
人
た
ち
と
友
達
に
な
れ

て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
そ
の
後
東
京
の
三
越
に
勤
め
た
ん

で
す
が
、
戦
争
が
激
し
く
な
り
十
日

町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
終
戦
後
ま

た
三
越
に
勤
め
よ
う
と
東
京
に
出
た

ん
で
す
が
、
預
け
て
お
い
た
荷
物
（
家

財
道
具
一
式
）
を
知
人
だ
と
い
う
人

が
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
、
大
変
悲

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　
知
人
の
紹
介
で
、
数
え
2
9
歳
で
嫁

ぎ
ま
し
た
。
男
の
子
3
人
に
恵
ま
れ

た
の
で
す
が
、
戦
後
の
食
う
や
食
わ

ず
の
時
代
、
主
人
や
私
の
実
家
に
百

姓
の
手
伝
い
に
行
っ
て
は
食
料
を
も

ら
っ
て
き
ま
し
た
。
苦
し
い
時
代
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。

　
が
ん
こ
一
徹
だ
っ
た
主
人
も
7
年

前
に
他
界
。
今
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

や
っ
た
り
、
仲
問
数
人
と
踊
り
を
習

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
限
り

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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、

スポツト

御会釈で天皇陛下より

激励を受けました

　
十
日
町
市
第
2
3
回
皇
居
奉
仕
団
の
報
告
書
が
、
団
長

の
保
坂
巌
さ
ん
（
姿
1
）
よ
り
届
き
ま
し
た
。

　
一
行
4
4
人
（
男
性
2
0
人
、
女
性
24
人
）
は
6
月
1
7
日

㈲
～
2
0
日
㈲
の
4
日
間
、
皇
居
内
庭
園
の
姫
笹
の
刈
り

込
み
、
芝
生
の
除
草
、
陛
下
お
手
植
え
の
田
の
草
取
り

等
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
1
9
日
に
皇

太
子
殿
下
、
2
0
日
に
は
天
皇
陛
下
の
御
会
釈
を
受
け
ま

し
た
。
「
長
い
間
ご
苦
労
様
で
す
。
健
康
で
い
つ
ま
で
も

来
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
十
日
町
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
」
と
、
天
皇
陛
下
よ
り
直
々
の
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
十
日
町
市
の
奉
仕
団
は
昭
和
4
9

年
か
ら
毎
年
参
入
し
て
お
り
、
人
柄
と
真
面
目
な
仕
事

ぶ
り
が
宮
内
庁
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

が
一
　
　
　
　
「
％
さ
わ
や
か
新
潟
県
一
輪
車
大
会
ユ
ニ
ピ
ッ
ク
」

ダ
が
8
月
1
8
日
㈲
、
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

イ
大
会
に
は
、
郡
市
内
の
小
・
中
学
生
や
保
育
園
児
、
県

」
フ　
　
　
　
内
外
の
ラ
イ
ダ
ー
5
0
0
人
が
出
場
し
、
百
m
ダ
ッ
シ

の人
汗
ユ
や
、
、
、
ニ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
各
種
競
技
に
日
ご
ろ
の
練

0
快
習
成
果
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

50

に
　
　
小
学
5
年
生
な
が
ら
「
マ
ラ
ソ
ン
」
を
制
し
た
小
泉

の
技
健
二
く
ん
（
東
小
）
は
、
「
勝
て
て
う
れ
し
い
．
こ
れ
か

外
競
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

内
種
ま
た
・
7
月
の
全
国
大
会
で
演
技
部
門
総
合
優
勝
に

県
各
輝
い
た
「
川
崎
市
」
u
A
中
野
島
一
輪
車
ク
ラ
ブ
」
が

　
　
　
　
模
範
演
技
を
披
露
。
参
加
者
や
観
衆
か
ら
盛
ん
な
拍
手

　
　
　
　
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

…
噸

購

　
糊
馨
欝
緯
纒
，
鶉
難
譲
・

　
　
総
激

　
　
議
、
竃

　　　灘

灘繍縷“

ち

“尼5⑬

　さて、まだまだ長い夏休みをこちらで楽しめるようにア

メリカから戻って来ました。しかしそう思ったのも、僕の

高校生の弟が、僕がアメリカヘ戻った時（7／13）にはす

でに1か月近くの休みを過ごしていたことに気が付くまで

でした。アメリカでは、生徒たちは9月から6月の第1週

か第2週までしか学校に行きません。今回日本に戻った時

に自分の勤務校にいくつか行ってみたら、どの学校にも生

徒がいたので驚きました。自分が中学生だった時は、夏に

学校へ行くなんてことはまずなかったのです。このことと、

そしてもう一つ、まわりの人が言っている言葉が分らない

という事実で、自分が日本に戻って来たことを実感したの

でした。

　　　　We”，1’m　backfrom　the　USjust　in　timeto　enjoythe

long　summer　vacation．That　was　until　I　realized　that　by

the　time　l　had　returned　home（7／13），my　brother　who　is

a　high　school　student，had　been　out　of　class　for　almost

a　month．ln　the　States，students　go　to　school　from

September　unt”the　first　or　second　week　of　June。Also，

when　l　returned　to　Japan，I　went　back　to　several　of　my

schools　and　noticed　that　there　were　students　there．

When　I　was　in　junior　high　school，nothing　could　have

gotten　me　to　go　to　school　in　the　summer．This　was　one

of　the　things　that　reminded　me　l　was　definitely　back　in

Japan．Thatandthefactthatlcouldn’tunderstand
anybody．
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藩

　
　
　
　
　
x
裟
繍
麟
濡
灘

，
難
懸

鰍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀

　

赤倉子供神楽との共演に

魅了された観衆

　
赤
倉
子
供
神
楽
と
ジ
ャ
ゴ
イ
・
ナ
チ
ョ
ム
舞
踊
団
公

演
が
8
月
2
2
日
㈲
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

満
員
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
来
日
し
た
ジ
ャ
ゴ
イ
・
ナ
チ
ョ
ム
舞
踊
団
は
、

イ
ン
ド
で
も
最
高
レ
ベ
ル
の
舞
踊
団
で
す
。
太
鼓
の
奏

者
が
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
踊
る
「
プ
ン
グ
・
チ
ョ
ー
ラ

ム
」
、
3
月
～
4
月
の
満
月
の
夜
に
踊
ら
れ
る
「
ヴ
ァ
サ

ン
タ
．
ラ
ー
ス
」
な
ど
8
つ
の
作
品
が
踊
ら
れ
、
迫
力

あ
る
太
鼓
の
響
き
や
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
な
ど
に
階
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
間
で
は
イ
ン
ド
公
演
を
目
指
す
赤
倉
小
児

童
に
よ
る
赤
倉
神
楽
や
舞
踊
団
に
習
っ
た
と
い
う
タ
ー

ン
・
タ
（
剣
と
槍
を
使
っ
た
舞
）
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

舞
　
　
　
　
十
日
町
市
舞
踊
協
会
（
随
塀
春
枝
会
長
）
の
皆
さ
ん

の
が
海
外
公
演
に
向
け
て
、
稽
古
の
真
っ
最
中
で
す
．
一

剣
行
1
5
人
は
9
月
1
9
日
㈲
～
2
5
日
㈱
の
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

　
・
　
　
ク
に
滞
在
し
、
2
1
・
2
2
日
と
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
開

節
す
演
さ
れ
る
「
第
2
回
日
本
の
祭
典
」
で
六
方
広
大
寺
節

寺
ま
と
赤
倉
神
楽
の
剣
の
舞
を
披
露
し
ま
す
・
ま
た
・
コ
。

大
貸
ン
ビ
ア
大
学
で
は
＋
日
町
小
唄
を
披
露
し
ま
す
・

広
し
出
発
を
前
に
庭
野
会
長
は
・
「
世
界
最
高
峰
の
胤
舞
師

方
露
に
出
演
で
き
る
こ
と
は
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
す
が
・

六
披
悔
い
の
な
い
芸
を
披
露
と
思
う
と
心
配
の
方
が
先
に
立

　
　
　
　
ち
ま
す
。
指
導
い
た
だ
い
た
新
保
広
大
寺
節
、
赤
倉
神

　
　
　
　
楽
の
両
保
存
会
や
支
援
者
の
皆
さ
ん
の
激
励
を
背
に
、

　
　
　
　
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
保
保
智

●

糖
尿
病
は

　
　
早
期
発
見
が
決
め
手

　
糖
尿
病
と
い
う
病
気
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
が
、
「
お
し
っ
こ
に
糖
が
混
じ

る
病
気
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
間
違
い
で
糖

尿
病
は
膵
臓
か
ら
出
る
イ
ン
ス
リ
ン

と
い
う
血
糖
（
血
液
中
の
糖
分
）
を

下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
悪
い
た

め
、
血
糖
値
が
上
が
り
、
大
小
の
血

管
を
痛
め
る
病
気
で
す
。

　
多
飲
、
多
食
や
運
動
不
足
、
ス
ト

レ
ス
や
肥
満
、
遺
伝
な
ど
を
背
景
に

糖
尿
病
は
増
加
し
、
現
在
4
0
歳
以
上

の
約
5
人
に
1
人
が
治
療
し
て
い
ま

す
。
初
期
に
は
、
症
状
が
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ン
つ
そ
く

ん
が
、
放
置
す
る
と
脳
梗
塞
、
失
明
、

尿
毒
症
と
い
っ
た
血
管
障
害
（
合
併

症
）
が
起
り
ま
す
。
（
図
1
）
し
か
し
、

早
期
に
発
見
し
、
早
く
か
ら
日
常
生

活
（
食
事
や
運
動
）
を
改
善
し
て
健

康
管
理
に
努
め
れ
ば
、
け
っ
し
て
恐

ろ
し
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
か
ら
血
糖
検
査
を
実
施

　
今
年
の
住
民
健
康
診
査
か
ら
、
全

員
に
血
液
中
の
糖
分
を
調
べ
、
検
尿

で
不
十
分
で
あ
っ
た
糖
尿
病
の
早
期

発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
結
果
通
知

書
の
「
随
時
血
糖
」
の
欄
に
㎜
㎎
／

d2

以
上
の
数
値
の
あ
る
人
は
、
糖
尿

病
の
疑
い
が
強
い
た
め
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
境
界
型
」
「
糖
尿
病
型
」
の

　
　
　
　
　
人
に
す
こ
や
か
教
室
を

　
住
民
健
康
診
査
で
、
糖
尿
病
の
高

危
険
群
の
人
に
、
秋
に
行
わ
れ
る
「
糖

尿
病
検
診
」
の
案
内
を
個
人
通
知
し
、

ま
す
。
詳
し
い
検
査
に
よ
り
、
異
常

の
な
い
「
正
常
型
」
、
糖
尿
病
予
備
軍

の
「
境
界
型
」
、
「
糖
尿
病
型
」
に
判

定
さ
れ
ま
す
。
平
成
7
年
度
で
は
、

こ
の
検
診
を
受
け
た
8
0
％
の
人
が
「
境

界
型
、
糖
尿
病
型
」
で
し
た
。
「
肥
満
」

で
受
け
た
人
で
「
正
常
型
」
は
4
人

に
1
人
だ
け
で
し
た
。
こ
の
検
査
を

す
る
こ
と
で
、
症
状
の
な
い
糖
尿
病

予
備
軍
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
人
に
は
、
糖
尿
病
予
防
の
学
習

や
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
「
す
こ
や

か
教
室
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
早
く
か
ら
の
生
活
改
善
、

定
期
的
受
診
で
、
病
気
の
悪
化
や
合

併
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈図1〉どんな合併症が起こるか

　　　（放置して何年位でおこる）

し’　　　　　・1．』　失明
脳梗塞　，．1糖尿病性網膜症

歯槽膿漏叢講7年、

高血圧薩ぐ、離．心筋梗塞

　　　　　　　　　　　　尿毒症
　　　　　　　　　　　　賢症
、⊥∴．＿n＿＿　．1，i・羅章獲　一　（約9年）

疽
り
壊
侠

神経の障害
足のしびれ
神経痛
立ちくらみ他
（約5年）盗
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か
け
ま
せ
ん
か

県
民
文
化
週
間
9
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
県
民
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

雛
日
時
“
1
0
月
1
3
日
㈲
午
後
2
時
開
演

　
（
1
時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
市
民
会
館

纏
入
場
料
H
無
料
（
た
だ
し
入
場
券
が
必

要
．
各
地
区
公
民
館
へ
）
霧
内
容
”
指
揮

”
伊
藤
浩
史
、
演
奏
“
柏
崎
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
客
演
髄
舘
野
英
司
（
チ

ェ
ロ
）
、
曲
目
髄
ワ
グ
ナ
ー
”
楽
劇
「
ニ
ュ

ー
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」

第
1
幕
前
奏
曲
、
ボ
ッ
ケ
リ
ー
二
”
チ
ェ

ロ
協
奏
曲
変
ロ
長
調
ほ
か
霧
問
合
せ
”
公

民
館
本
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）

松
山
い
く
お
・
当
重
茜

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

纏
日
時
H
9
月
2
8
日
ω
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
十
日
町
教
会
霧
入
場
料
H
前
売
u
2

千
5
百
円
（
当
日
3
千
円
）
務
内
容
H
日

本
の
歌
、
黒
人
霊
歌
、
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ

エ
ス
テ
民
謡
、
ロ
ッ
シ
ー
二
「
セ
ヴ
ィ
リ

ヤ
の
理
髪
師
」
よ
り
ほ
か
笏
問
合
せ
H
シ

ー
．
エ
イ
．
ア
ー
ル
（
智
5
9
1
2
2
3
0
）

赤
倉
神
楽

　
　
　
　
2
0
周
年
記
念
公
演

霧
日
時
0
9
月
1
6
日
㈲
午
後
2
時
開
演

（
1
時
3
0
分
開
場
）
務
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0

矯

大
ホ
ー
ル
籔
入
場
料
”
千
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）
霧
出
演
目
赤
倉
神
楽
保
存
会
、

赤
倉
小
児
童
霧
問
合
せ
口
赤
倉
小
学
校

　
（
智
5
7
1
5
7
0
5
）

第
7
回
消
防
ひ
ろ
ぱ

霧
日
時
”
9
月
2
2
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
（
雨
天
の
場
合
は
9
月
2
9
日
㈲
時
間

は
同
じ
）
雛
場
所
H
市
役
所
裏
職
員
駐
車

場
霧
内
容
”
ミ
ニ
消
防
自
動
車
運
転
コ
ー

ナ
ー
、
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー
、
綿
あ

め
コ
ー
ナ
ー
、
風
船
コ
ー
ナ
ー
、
救
急
指

導
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
霧
問
合
せ
H
十
日
町
地

域
消
防
署
（
暦
5
7
1
1
5
5
5
）

中
条
病
院
「
病
院
祭
」

雛
日
時
H
9
月
2
9
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

3
時
霧
場
所
”
中
条
病
院
綴
内
容
”
医

療
．
介
護
相
談
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
講
演

「
在
宅
医
療
あ
れ
こ
れ
」
中
条
病
院
長
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
、
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ザ
ー
ほ
か
雛
問
合
せ
H
中
条
病
院
（
暦

57
i
3
0
1
8
）

子
供
映
写
会

霧
日
時
H
9
月
2
8
日
ω
午
前
1
0
時
～
霧
場

所
“
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
霧
入
場
料
H
無

料
霧
内
容
H
忍
た
ま
乱
太
郎
（
ア
ニ
メ
）

太
郎
ケ
池
の
夏
ま
つ
り
（
ア
ニ
メ
）
纏
間

合
せ
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
内
智
5
7
－
8
9
1
8
）

◆
現
況
届
は
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
　
現

況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
引
き

続
い
て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
年
に
1
度
提

出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
年
金
を
引

き
続
き
1
年
以
上
受
け
て
い
る
人
に
は
、

誕
生
月
の
初
め
こ
ろ
に
社
会
保
険
庁
か
ら

現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
ら
れ
ま

す
。
こ
の
現
況
届
の
用
紙
に
年
金
を
受
け

て
い
る
人
及
び
加
算
額
対
象
の
人
の
住

所
．
氏
名
を
記
入
し
、
押
印
し
た
う
え
市

民
課
で
証
明
を
受
け
、
切
手
を
は
っ
て
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ

な
い
と
年
金
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
た
り
、

遅
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る

と
、
病
気
や
事
故
に
あ
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と

え
、
受
け
ら
れ
て
も
未
納
期
間
が
あ
る
と

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
納
期

限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
納

め
忘
れ
や
手
問
を
省
く
た
め
に
銀
行
や
農

協
等
、
金
融
機
関
の
口
座
振
替
制
度
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
や
病

気
、
災
害
等
で
現
在
は
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
申
請
免
除
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま

す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
絶
対

不
利
で
す
。
笏
間
合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
9
月
2
4
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
”
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
H
田
村
医
師
（
五
日

町
病
院
）
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
9
月
2
7
日
働

寄付ありがとう
　　　　8月25日届け出分まで（敬称略）

幽地域福祉事業へ＝大熊保次・マサ（五

軒新田・金婚に寄せて・100，000円）樋口

秀一（新宮2・香典返し200，000円）

幽社会福祉事業へ＝宮幸酒店（車イス1

台）新潟県信用組合十日町支店（8，166円）

八千代会（タオルほか528点）

囹羽根川荘へ二中条会（6，200円）仲好会

（4，500円）川治老人クラブ（4，100円）

囹公民館図書室へ＝本問弘子（高山4）

牧野哲也（学校町1）羽鳥秀作（本町6

－2）小口三郎（昭和町3）

囹情報館建設準備室へ二富沢正平（加賀

糸屋町）岩田勉（下川原町）宮沢順一（田

川町3）村山賢吾（田中町本通り）中林

秀一郎（中町）阿部守太郎（川治上町）

酒井高吉（山谷）柳美津子（六箇山谷）

囹国際交流文化スポーツ基金へ二県立十

日町高校昭和41年卒業30周年記念事業実

行委員会（代表：馬場文之・177，942円）

■申し込み　9月20日働までに各事務局、
または総合体育館（智52－4377）

第30回市民スポーツ大会

簸顯． 難一雛麟垂韓擁i灘冗 萎欝『『『難・． 獺撚翻鞭・縷獺麟舞．

．餐㈱

市民ハイキング大会 信　州　黒　姫　山 金子武司i57－4050
ソ　フ　ト　ボール大会 信濃川運動公園A・C 　　　喜星名健二157－6033

　　　息小学生サッカー大会 水沢中学校グラウンド 庭野和浩i57－3111（内線334）

麹㈱

駅　伝　競　争　大　会 陸上競技場ほか 宮沢邦元i57－3111（内線231）
市　民　体　操　大　会 十日町高等学校東体育館 田山武司i52－7941
野 400歳野　球　大　会 笹山野球場、サン・スポーツランド 　　　…

小林　　繁i57－4508

　　　」
球　小学生野球大会 河川敷・青少年運動広場

バスケットボール大会 総合体育館、十日町高等学校西体育館 　　　一樋口　信152－3575
　　　一卓　　　球　　　大　　　会 市　民　体　育　館 南雲和幸i57－3111（内線116）

剣　　　道　　　大　　　会 西小学校体育館 　　　一田川正幸157－2625
　　　1空　　手　　道　　大　　会 十日町小学校西体育館 西野幸雄i57－8339

柔道市民選手権大会 武道館柔道場 　　　一村山　　潤i57－3111（内線261）

相　撲　競　技　大　会 川治小学校相撲場 古畑豊和i52－3575（内線28〉

ソ　フ　ト　テニス大会 信濃川運動公園庭球場 　　　1横山　保152－4377
　　　1テニス（シングルス）大会 十日町総合公園庭球場 阿部勝久i57－8089

ジュニアバドミントン大会 十日町中学校体育館 　　　8水落良孝：56－2842
　　　一パパママバレーボール大会 南中学校体育館 小杉良一1（0257〉70－9111

難欝 秋季G　B杯争奪選手権大会 水沢運動公園 　　　，高橋昭三：57－2747
　　　置蕪鐡 市民サイクリング大会 当間リゾート・田沢方面 溝野山和夫i57－4860

78



午
後
－
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

笏
目
時
H
9
月
1
7
日
㈹
・
2
4
日
㈹
午
前
8

時
～
1
1
時
笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
そ

の
他
口
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
笏
問

合
せ
H
十
日
町
保
健
所

◆
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
相
談
　
笏
日
時

H
9
月
2
4
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0

分
笏
場
所
日
十
日
町
保
健
所
笏
そ
の
他
H

電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
笏
間
合
せ
H

＋
日
町
保
健
所

◆
市
税
等
の
ロ
座
振
替
納
付
が
郵
便
局
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
　
笏
対

象
費
目
”
従
来
の
民
問
金
融
機
関
と
同
じ

笏
引
落
開
始
H
平
成
8
年
1
0
月
引
落
分
よ

り
笏
申
込
窓
口
H
市
内
郵
便
局
笏
問
合
せ

口
会
計
課

◆
公
共
下
水
道
（
大
井
田
負
担
区
）
受
益

者
負
担
金
説
明
会
　
下
水
道
事
業
の
建
設

財
源
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
平
成
9
年

4

6
月
か
ら
、
大
井
田
負
担
区
内
の
土
地
所

有
者
よ
り
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
説
明
会
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

参
集
区
域

日期

間時

会
　
　
　
場

四
日
町
中
原
・

四
日
町
1
困日52月9

寺㎝～時7後午

大
井
田
コ
ミ
一
五
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

尾
　
　
　
崎

尾
崎
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

四
日
町
2
困日26月9

大
井
田
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

五
軒
新
田

五
軒
新
田
集
会
所

四
日
町
3
㈹日27月9

桐
生
建
築
様
　
2
階

四
日
町
4

大
井
田
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
計
画
外
流
通
米
の
検
査
手
続
き
及
び
届

出
　
新
食
糧
法
と
改
正
農
産
物
検
査
法
の

施
行
に
よ
り
、
生
産
者
は
計
画
出
荷
米
（
自

主
流
通
米
と
政
府
米
）
以
外
の
米
（
計
画

外
流
通
米
）
に
つ
い
て
、
希
望
に
応
じ
て

検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
勿
問
合
せ
H
新

潟
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所
（
暦
5
7
i
6

5
2
1
）

◆
自
賠
責
・
な
け
れ
ば
乗
れ
な
い
・
走
れ

な
い
　
今
年
も
9
月
1
日
～
3
0
日
ま
で

「
無
保
険
（
無
共
済
）
車
を
な
く
そ
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
動

車
、
バ
イ
ク
は
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
へ

の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
無
保
険
で
走
る
と
6
か
月
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら

に
、
違
反
点
数
6
点
と
な
り
免
許
停
止
処

分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
司
法
書
士
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
…
番
　
笏
日
時
1
1
9
月
2
9
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
笏
電
話
番
号
H
O
2
5
5

－
4
5
－
3
0
1
0
（
当
日
限
り
）
笏
相
談

料
H
無
料
笏
問
合
せ
H
外
山
（
盈
0
2
5

8
1
3
3
－
5
1
5
1
）

◆
紙
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
！
電
話

帳
を
回
収
し
ま
す
　
N
T
T
で
は
、
平
成

8
年
1
0
月
発
行
の
「
中
越
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」

を
9
月
1
3
日
～
3
0
日
の
間
に
企
業
や
家
庭

に
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
今
ま
で
ご

使
用
の
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
不
在
等
で
配
達
員
に
手
渡

し
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
1
0
月
n
日
ま

で
に
（
N
T
T
電
話
帳
お
届
け
セ
ン
タ
ー

0
1
2
0
－
3
2
4
1
8
2
）
に
ご
連
絡

恥
た
だ
け
れ
ば
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
N
T
T
の
お
客
様
窓
口
に
古
電
話

帳
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

ま
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

10
月
末
日

加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座

霧
期
間
H
1
0
月
7
日
～
1
2
月
1
6
日
の
月
曜

日
（
全
1
0
回
）
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
霧

場
所
H
青
少
年
ホ
ー
ム
雛
対
象
H
1
8
歳

～
3
0
歳
ま
で
の
男
女
笏
定
員
H
2
0
人
笏
受

講
料
H
2
千
円
（
前
期
受
講
者
は
千
円
）

霧
講
師
目
大
口
悦
子
さ
ん
雛
申
込
み
H
1
0

月
4
日
働
ま
で
に
青
少
年
ホ
ー
ム
（
盈
5
7

1
8
9
1
8
）
※
そ
の
他
”
ホ
ー
ム
利
用

登
録
を
し
て
い
な
い
人
は
、
受
講
料
の
ほ

か
に
7
5
0
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
7
回

　
　
妻
有
街
道
歩
け
歩
け

笏
日
時
H
1
0
月
1
0
日
（
体
育
の
日
）
霧
コ
ー

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

おまちしてます

おじゃまします

暖繭）躍
‘群
受亥

10月は14日（月）です

時間午後7時～9時
　　　　（先着2組、1組50分）

会　場　市長室

申し込み　9月25日㈱までに企画人

　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

　合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（商工観光課暦52－5569）へ。

ゆずります一一

品　　　　名 規　格 希望価格

大人用三輪車 1万5千円

サロンベッ ド 折りたたみ式 無　料
乗　　用 車 60年型ホンダシティ ／ノ

大学受験用教材 旺文社 相談で

ク　ッ　シ　ョ ン 布製、2個 ノ／

う　す　べ り 3畳と8畳、ナイロン製 〃

梅　酒　ビ ン 大型 ／ノ

コ　　　ン 口 地上置型、赤 〃

婦人用自転車 紺、新品同様 3千円
大人用自転車 シルバー、24インチ 無　料

冷凍ストッカー S62年製中型 相談で

介護ベツ ド 鉄製、マットなし 無　料
50ccスクーター 中古、ヤマパジヨグ 3万円

／／ ホンダ黒、新品同様 10万円

125ccバイ ク ホンダスノ汐イ鮒 5万円
カウンター用丸イス 7個 3千円
ふかし釜（蒸し） アルミ製、2個 3千円
応接椅子セット 1人掛2個複数勘／固 5千円
自　　転 車 男性用 2千円

／／

女性用 2千円
トレーニング用自転車 室内用 5千円
ポータブルミシン 3千円
ゆずってください一…

ベビーベツド 相談で

大人用ベッド ノ／

ス
H
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繕
夢
麟
鍵
難
騨
－

謹
懸
難

　
　
　
纒

ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑭

マ
ジ
ョ

嚇
力
お
彊

搬
叢
編
灘
鐵
饗

　
十
日
町
織
物
の
長
い
歴
史
の
中
で

後
世
に
語
り
伝
え
ら
る
名
品
の
一
つ

が
マ
ジ
ョ
リ
カ
お
召
で
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
、
戦
後
の
混
乱
も

収
ま
り
経
済
の
高
度
経
済
成
長
に
合

わ
せ
て
、
明
る
く
派
手
な
色
柄
の
き

も
の
へ
の
欲
求
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
す
い
星
の
よ

う
に
現
わ
れ
、
爆
発
的
な
売
れ
ゆ
き

で
十
日
町
産
地
を
飛
躍
的
に
発
展
さ

せ
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
お
召
の
功
績
は
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
商
。
　
色
数
　
蛆
約
、
、
あ
っ第II回雪まつりきものショーのマジョリカお召（昭和35年）

て
、
派
手
も
の
を
作
る
に
は
限
界
が

あ
る
と
い
う
先
染
め
織
物
の
欠
点
を

カ
ス
リ
捺
染
し
た
色
糸
を
紋
の
上
に

の
せ
る
と
い
う
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

で
華
麗
な
多
色
使
い
に
成
功
し
た
画

期
的
な
織
物
で
す
。

　
特
許
名
は
多
色
二
重
お
召
で
、
マ

ジ
ョ
リ
カ
は
商
品
名
で
す
。

　
地
中
海
の
ス
ペ
イ
ン
領
マ
ジ
ョ
リ

カ
島
特
産
の
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
器
の
よ

う
に
明
る
い
カ
ラ
フ
ル
な
色
調
の
織

物
な
の
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
皇
太
子
ご
成
婚
と
い
う
華
や
か
な

ム
ー
ド
も
幸
い
し
て
、
三
十
六
年
に

山
口
芳
一
氏
が
考
案
し
た
量
産
型
の

タ
テ
マ
ジ
ョ
リ
カ
の
出
現
で
価
格
も

値
頃
に
な
り
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

た
の
で
す
。

　
生
産
反
数
の
三
十
四
年
の
三
万
反

が
三
十
五
年
に
は
五
万
一
千
反
に
、

三
十
六
年
に
は
十
三
万
八
千
反
に
急

増
し
、
三
十
七
年
に
は
十
八
万
反
と

い
う
驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
、
産
地

全
体
の
生
産
額
も
三
十
三
年
の
三
十

億
円
が
四
年
後
に
は
七
十
四
億
円
と

い
う
大
き
な
産
地
に
躍
進
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
他
産
地
の
化
合
繊
や
交
織

の
マ
ジ
ョ
リ
カ
が
現
わ
れ
て
市
場
が

混
乱
し
、
さ
し
も
の
ブ
ー
ム
も
花
の

命
の
ご
と
く
は
か
な
い
も
の
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　とおかまち
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3淋．響』鞭．騰畷繍1鱒熱．　今年は6月3日、7月2・14・16～20・22～：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　臨　一　　・獺’饗霧…繍繍灘繋…1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　が、9月に入りめっきり秋めいてきました。　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　この夏から秋にかけて、山野の道ばたや草地には直径1cmほどの黄色の花を：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：穂状にたくさんつけたキンミズヒキが咲いています。山野の道ばたなどに多い　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3のは、がくが筒状でよく発達し先にかぎ状の毛があるので、熟した果実が動物：
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十臼町市民の動き

（7目末日現在）

45，229人（前目比＋19）

22，225人（ノノ＋1）

23，004人（ノノ　＋18）

（前目比一2）12，828

ロ
男
女
　
数
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人
　
　
　
　
世
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ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
先
日
、
車
で
帰
宅
し
た
時
、
我
が
家

の
車
庫
に
悪
臭
が
充
満
し
て
い
る
の
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

タ
イ
ヤ
に
犬
の
糞
が
べ
っ
と
り
。
強
烈

な
臭
い
に
耐
え
ら
れ
ず
、
真
夜
中
近
く

で
し
た
が
洗
車
に
行
く
羽
目
に
。

　
私
も
長
い
間
犬
を
飼
っ
て
い
ま
し
た

が
、
散
歩
の
時
気
に
な
る
の
が
飼
い
主

の
手
元
で
す
。
・
糞
の
処
理
袋
を
持
ち
歩

い
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
知
り
合
い
の
某
氏
は
も
う
4
代
目
の

犬
を
飼
っ
て
い
る
ほ
ど
の
犬
好
き
で
す
。

ど
こ
へ
で
も
犬
を
連
れ
て
出
か
け
ま
す

が
、
い
つ
で
も
さ
っ
と
処
理
袋
が
出
て

く
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
こ
の
お
宅
の
犬
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て

も
歓
迎
さ
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
の
可
愛
い
ペ
ッ
ト
も
歓
迎
さ

れ
ま
す
よ
う
に
。
散
歩
の
時
の
あ
な
た

の
手
元
、
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
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